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学 習 者 の 内 面 の 表 出 を 図 る 社 会 科 授 業 の Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル

一自 らの生 き方 を追 究 させ る築 地実 践 の分 析を 通 して －
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はじめに

社会科における授業改善 は，従来，評価者がそ

れぞれ拠り所とする社会科の理念や目標から評価・

分析し， 内容や方法の改善を指摘してきたのでは

なかろうか。しかし，それは授業自体を外部から

評価し改善を要求することになる。

これに対し，本研究では授業の内部に入り込み，

実践者がどのように授業を評価し改善を図ってい

るのかを明らかにし，理念や目標に合致する授業

改善 の方法を示 す。 すなわち， 社会科において

「‾よい」 とする学力像が異なれば，授業の計画一

実践一評価一改善のＰＤＣＡサイクルも異なる。

手順として，授業者はどのように授業を計画する

のか，資質能力 の形成から授業観，授業 の組織，

授業の具体を明らかにする。次に， どのように実

践しているのか，授業 の事実を学習成果から確定

する。そして，授業者はどのように自身 の授業を

見取り，評価しているのか。 どのように改善を図

ろうとしているのかを明らかにする。

本稿では，学習者の経験や成長に応じ，個とし

ての生き方を追究する問題解決学習として知られ

る社会科の初志をつらぬく会（以下，初志の会）

の授業に焦点をあてる。

１　 社会科授業おけるＰＤＣＡサイクル

最初に, PDCA サイクルの定義とモデルを示

す。 ＰＤＣＡは厂計画 一実践一評価一改善のマネ

ジメント用語として知 られているご ）

社会科教育学においても先行研究として授業研

究，授業分析，授業評価，授業改善が示されてき

た。゙ 2）しかし，社会科固有の授業観，授業 の組織，

授業 の具体を首尾一貫する論理と，授業計画と授

業中，授業後の時系列 において改善を図る論理の

両方を明らかにする研究はなされていなかった。

それをＰＤＣＡ としてシステム化したのが図１で

あるご）Ｘ は，授業 構成の核 となる社会科で目指

すべき知識・判断，技能・態度と，授業事実とし

て学習者 に形成された知識・判断，技能・態度を

照らし合わせ，どのような改善を図ればよいのか，

授業観の変革を迫る改善である。それは，実際に

はカリキュラムや単元に示される。Ｙは，授業観

に基づいて内容・方法の選択・決定，組織化を図っ

た単元計画と実際の授業 において提示されたそれ

らを照らし合わせ，授業 の組織の変革を迫る改善

である。Ｚは，授業の具体として毎時の学習指導

計画（発問と指示，情報・資料）と授業のさまざ

まな状況を踏まえた授業技術の変革を迫る改善で

亡 三 ≫

， 言 背 ，　　 。

Ｐ　　授業の具体　　　Ｄ

I) 計 画　　 こ ゛ Ｄ 実 践 ‾゙ 　　　　　Ｃ 評 価　　　　　　 ‾ ’゙ Ａ 改 善
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学 習 者 に 形 成 さ れ た 知 識 ・判
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学 習 者 の 実 態 ， 授 業 展 開
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室 環 境 ， 人 的 特性 等

Ｚ

図１　社会科授業におけるＰＤＣＡサイクル

－11 －

(筆者作成)



ある。つまり，計画において，授業観一授業の組

織一授業の具体が論理整合的に繋がれているのか，

齟齬・不一致を評価し改善を示すとともに，各段

階の計画と実行における事実 の齟齬・不一致を評

価し改善を示すことが可能になる。

２　 授業計画（Ｐ）

以下，学習者が自らの生き方を追究する授業の

典型例として，築地久子氏の第４学年社会「消防

署の仕事」を取り上げる。築地は，初志の会の理

論的な指導者である上田薫か深くかかわり，個を

生かす教育実践を研究課題とする静岡市立安東小

表 １

学校で中心的に活躍した実践者である。築地実践

を研究対象とする理由は，落合幸子らの研究者及

び築地自身の授業記録である 匚座席表」，授業テー

プによる 匚授業記録」，子 どもが書いた 匚板書記

録」から，計画 一実践 一評価一改善の詳細な資料

が検討でき， それによって実践者固有の継続性と

統一性を分析できるからであるご）

まず授業観を明らかにする。小学校第４学年の

社会科の年間指導目標(1990 年）を取り上げる。

（表１）゙）

Ｏ ）授業観（目標・内容・方法）

社会の各時間の目標と各指導段階における目標

学期の目標 単元 単元目標 各時間の目標

学

校
目
標

一

学
期

学校 に誇り

を持つ

地域 に誇り

を持つ

自分 に誇り

を持つ

くらしの

中のごみ

と水・下

水道

誇り・町

と違 って

こんなこ

と もや れ

る

１事実をし っか り見て， 追求 する力 を身につける。

２調査行動を身近 な所 から次第に広げていく。

３汚い と行 って嫌 う人 の心と快適な生活とのずれ

４身勝手さ と先 の見通 し（客観性）

５農業 の仕事 と生 活様式 の変 化， 現代生活の ゆとり の部分 とめんどくささとの関わり

６市や県 の仕事 は何で も「ただ」 だと思っているが，実 は税金 という形 で支払われているこ

とに気づ く。

７学 校と地域 の関係を 授業 者自身が知ると同時 に， 町内会 等の偉い大 たちの権威の届く範囲

を子供な からに感じさせる。

８ゴ ミ以外 にも自分たち， 地域の大たちの立派な ところを 見付 けたり感じたり出来る。

自

ら
切
り
拓

く
子

一
一学

期

状況を 認識

でき る実行

す る力 を持

つ

下 水道・

消防署等

のさまざ

まな施設

か出来る

まで

自分 たち ９自分 たちの置 かれて いる状況をきちんと把握させ，地域を よくするために何か必要かを考

えさ せる。

10不平不 満を表面化 する。

11町 や安東小 と比較し， 自分たちの置かれている状況 にな って しまった原因を知り，問題意

識，危機 意識を 持たせる。

12町と変 わらな いいいところがある。しかし，色 々な ものは町からということをしっかり押

さえ， その上 で自分たちに必要な ものが わかる。

13行 政の言 うことを鵜呑 みにさせない。まず事実確認か ら，矛 盾， ずれに気付かせる。

14口に出すこと， 実行することを繰り返して指導

15町の人 と同じことか出来るこ とを前提 として，食分を よくするためには， 願いを もたな け

ればい けない。 願いを実行するた めには，何を すればいいかを考えさせる。

16自立を早 めるために， 多様な方法を考え られるようにする。

17昔 の人 たちの工 夫を知り， 自分た ちの地域 に誇 りを持つ と同時に， 今の自分た ちの弱点を

知 る。

のお かれ

てい る状

況や弱点

を認識さ

せ， 囗に

出すこと，

実行 する

力を 指導

す る

学

級目

標

互

い

に
高
め
あ

つ
子

一
一一学
期

今 後の発 展

を 考 え る

学習 を生 か

せ るか

態 度を生 か

せ るか

用水路・

様 々な土

地 と暮 ら

し

今 までの

学習を 応

用 して直

接関わら

ないこと

を 学ぶ

18地 域の特殊性と共通している点 のあ る教材 から考え させることによって，授業 の根底 にあ

る自分たちの問題点に気付かせる。

19自分たちの問題点を解決する具体的な方法を考え させる。

これまでの学習 に落ち度はないか，本当 に考え る力 はつ いたか，身近なこ とでな くて も，

答えを 出すことが出来 るか，一般的 なものでも， テスト点がとれるか，確認す る。

（落合幸子・築地久 子『自立した子を育てる年間指導』明 治図 書, 1994,  p.25より作成，下線及び番号 は筆者加 筆）
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表2　　1977 年 版　 小 学 校 学 習 指 導 要 領　 第 ４ 学 年 の 目 標 ・内 容

１日標（1）地域社会で は，人 々の生 活の安 全や向上を図るた めの協力的活動 や計画 的活動か行われていること及び過去 において も先

人によるこ のような 働きがみられたことを理解させ，地域社会 の発展を 願う態度を育 てる。

（2）自然条件か らみて国 内の特色 ある地 域につ いて， 人 々が 自然環境 に適応 しな がら生 活していることを理解させ，広い視野

2内容（1）人 々の健康で安全な生活を維持してい くためには，地域の人々や地域社会相互の協力 体制が必要で あることを理解 させる。

ア　人々 の生活 にとって必要 な飲料 水， 用水， 電気， ガ スな どの確保及 び廃棄物 の処理 についての対策や事業が，人 々の願い

を生かしなが ら進 められてい ることや， これらに関連する施設 は広い地域 の人 々の福祉に役立っていることを理解す るこ

と。

イ　火災，風水害な どの災害 から人 々の安 全を 守るため に関係 の機関か相互 に連絡を取 り合いながら対策を立て，災害 の場合

には緊急に対処してい ることを理解 すること。

（2）人々の生活 の向上を図 るため， 市（町， 村） や県 （都， 道，府） によ って計画 的な事業 か行われていることや，地域 の開

発に果たした先人 の働き について理 解させる。

ア　地域にある公民館，公園な どの公共施 設かできるまでの経過を調べ，そこ には市 （町， 村） や県 （都， 道，府）の計画的

なはたらきがあるこ とに気付 き，こ れらの公共 施設と人々の生活 との関連 につ いて考え ること。

（文部 省『小学校学習指導 要領 』文 部省印刷局,197701989年 に学習 指導要領か示さ れたか, 1992 年 まで移行時期 にあ る。下 線筆者）

各学期の目標は，一学期 匚学校に・地域に・自

分に誇りを持つ」，二学期「‾状況を認識できる実

行する力を持つ」，三学期 匚今後の発展を考える，

学習を生かせるか，態度を生かせるか」である。

本授業が目指す社会科の目標は，学習者の発達段

階に応じて，自分自身や社会に対する 匚誇り」を

もつ心情の形成，社会の中で自分たちが置かれて

いる状況の認識，社会における自らの生き方を考

えることが目指されており，人間形成における信

念形成に及ぶものとなっている。

では，このような目標によって，どのような教

育内容を選択し，配列するのであろうか。

各学期における大単元 は，匚くらしの中のごみ

と水・下水道」匚下水道・消防署等 のさまざまな

施設ができるまで」匚用水路・様々な土地と暮ら

し」である。 1990年時点における学習指導要領の

第４学年の目標・内容は表２に示す通りであり，

学習者が使用する教科書もこれに沿っている。本

授業 は，教育内容の選択・配列においては学習指

導要領や教科書に示される内容を踏まえ，地域に

ある公共施設の働き，学校，地域のそれら施設の

役割や自分と人々のかかわりから取り上げること

が推測できる。

方法は各時間の目標の中に示される。表１から，

１事実をしっかり見て追求する，２調査行動，３・

４・５利己心が社会生活に及ぼす影響への気付き，

６社会機能への気付き， フ・ ８地域とのかかわり

-

への共感，９地域における自分や集団のあり方の

模索，10 批判,11地域 における自分や集団の状況

の分析と問題の発見，12 現状の地域社会へのよさ

の発見，その維持のために必要なものの模索，13

事実確認，矛盾，ずれの気付き，14 表現，実行，

15社会で行動するために自らできることを模索す

る，16 自立のための方法の模索，17 先人の過去の

社会における働きへの共感と，地域に対する「‾誇

り」心情の形成， 自らの振り返り，18 地域の特殊

性と共通性の認識，自分や集団の振り返り，19 問

題解決のための具体的な方法の考察が示される。

以上，学習者が自分や地域社会の問題に気付き，

発見，追究し，解決策を考える学習となっている

ことが示される。

授業観を 目標・内容・方法でまとめると，次の

ようになる。（表３）

表３　授業観

目標

自らの生き方を考える人間的な成長，人

間形成における資質内容の知識・技能・

態度の統一的な成長

内容 学習指導要領および教科書から内容選択

方法
問題に気付き，発見，追求，解決策を考

える問題解決学習

13 －



（２）授業の組織（教材・指導過程の組織・指導

の流れ）

年間指導計画にある各単元はどのように組織さ

れるのであろうか。前出の表１には単元目標にそっ

た各時間の目標が示される。 1990年の単元及び指

導過程を示した学習指導案が入手できていないた

め，築地の著書の中から第４学年 匚消防署の仕事」

の実践例を手がかりにするご6）

築地は，「全体のけしき（単元構成あるいは単

元計画） や授業展開， 教材の持っている価値の分

布図では，役に立だない」 と考えている。*7）一人

ひとりの個性的な発展，あるいは一人のためだけ

に授業を組み替えるならば，状況に合わせて授業

計画を変更するからである。ゆえに，授業の組織

も固定的でないことが前提となる。しかし，何を

契機に授業を開始するのか，計画がまったくない

ところからは授業は行えない。授業者が何をどの

ように教えるかを示す大まかな計画を示す ものと

して，単元計画を分析する。

単元目標は前半部において，授業者が学習者の

一人ひとりや学級集団をどのように観察している

かが示されている
Ｏ
（表４）そして，本単元で中

心に据える学習者（抽出児）の成長に何か必要か，

学級集団づくりに何か必要かを日々の言動 に読み

取り，自分の弱点を認 めるつ らさ，自立心や責任

感，協力体制などが必要であることを記している。

単元は学習指導要領内容にかかわり，表４中の①

（以下，番号 のみ示す）消防署が選択される。 そ

れは消防署の施設やしくみが規則的・計画的な配

置，組織的な協力 体制を示すことができる教材と

して，②学習者の人間的な成長のための気付きが

期待できる。次 に，④上水道が選択され①と関連

づけられる。さらに，⑤身近な 匚お堀や父母」と

のかかわらせることで，①のしくみや機能，②の

気付きは，深められる。⑥では，①の機能の確認

と公益を担う市の役割へとつなげられる。そして，

⑦⑧は，公益と個人間の利益の対立，矛盾を扱い，

⑧⑨で社会に生きる個人のあり方を反省させる。

表４　第４学年社会 厂消防署の仕事」単元目標

４年　 社会　消防署の仕事　　　 教材名　　 火事を 防ぐ消防署の仕事の限界

単元 の目棲

一 学期， 岩田は， ささいなこ とで伊村 と衝突を した。 いさかいになる原因は，岩田が 伊村 の悪 い所を目ざとく見つけて，すぐ注

意をするからである。が，伊村 も岩 田と共 通する関係や接点を作らないで突然割り込 んだり， しつ こく付きまとったりす るか らで

ある。 伊村は， 言動が荒 く， 自分 の失敗 や非を 素直 に認めたり，謝ったりするこ とがで きにくい子である。 その上，すぐ興奮状態

に陥るので， 暴力をふ るいや すい。 こうした状況 が繰り返され続けたた めか，進級時 には， 教室内で誰かが争っていて も，誰一人

注意したり止 めたりす る者 もいない とい う独特の雰囲気を持つ クラ スとな ってい た（ このクラスも先 のクラ ス同様，四年生 にな っ

て受 け持った クラ スです）。

いさかい時の子ど もたちは， １おもし ろかつてそれをあおったり，取り巻い たりす る者， ２授業 者に実況中継をしたり，悪い者

の判定をして報告し たりす る者， ３かかわるとろくなことがないと無関係 の状態を作 り出している多 くの者とおおよそ三つ に大 別

された。

授業の現れ は，抽 出児 の特徴（… 省略…）

３　発言力 のない子やお となし い子 の発言 や応答が単語に近い ものであるこ とも気 にな る。

半年たった今，若尾・高橋を 中心 に，岩 田や伊村にも周りにかか わりを持 って学 ぶ姿勢 か少しずつ 生まれつつある。

①本教材は，消防 の施設 が規則的・計画的に配置されているこ とや，活動か組 織的 な協力 体制でなされているこ とを理解さ せる

も ので，②岩田や わか クラスの子 どもにとって学ぶべきものか多い。

切り込 み囗は，岩田 やクラスの子に③物事を関係づけて みたり考え たりで きるようにするために④上水道とつなげて考え た。 また

⑤消防署 の仕事を 自分 の身近 な 厂お堀や父母| とかか わらせて追求させ ることにより， ⑥静岡市の仕組 みや設備を 自分 と関係づ け

て とらえ られるよう にしたいと思 った。

展開 の⑦ 匚人口の少ない 山の人を見捨てる のか否 か卜 自分 の父母 が団員にな らない理 由」等では， ⑧物 事を 表面的な きれいご

とでごまかしてしまうのでなく， ⑨自分 の弱点を 認めるつ らさを ⑩子 どもと共 に学 びたい と思う。加えて，⑩「自分の命や財産は，
一
人 に頼 らないで自分で守 る１匚自分の不始末で 起こした火災」等 の学習 では，⑩岩 田やクラス　の子 に「一 人ひとりか 自立心 と責

任感を持 ってい る組 織や集団こそ， 信じ合いながら共 に生き られる集団で ある」ことを気づかせたい と思う。

（築地久 子『生 きる力 をつ ける授業』 黎明書房, 1991 年，pp.185-187より作 成， ①～⑥の番号 は説明 のために筆者加筆。 また，

既 に公刊 されて いる著書から引用し，学習者 の変容を特定 するため氏名 を記した。）
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⑩は学習全体を振り返って，自分自身 のあり方を

考えさせるものとなっている。

授業者が選定し計画する単元は，授業者が学習

者の人間的な成長のために，社会のしくみや機能

に気づき，その働きについて見方や考え方を深め

ることができるものである。

次に，単元計画（全体のけしき）を分析する。

本単元は13時間で計画される。単元計画から各時

間の学習問題，授業者の意識を抽出したものが表

４である。゙ 8）各時間ごとに，学習者の気付きや考

えの筋道を想定して，各時間の問題が設定される。

ここには授業者が考え る生き方にかかわる信念や

社会に対する見方や考え方が反映されている。学

習者の常識的な社会の見方や考え方，現在の自分

のあり方を振り返らせ，授業者が意図する社会の

見方や考え方，社会の中で生きる個人のあり方を

追究する指導過程が組織される。　１時間の単位で

表４

は，どのようになっているのであろうか。第９時

間目の座席表指導案から検討する。

本時の学習指導の目標は，抽出児（岩田）の考

えを変えることが目標となっている。第４・５時

において，匚（消防）署は山の上の人を見捨てる

か否か」の問いに 匚見捨てない］とした考えを，

市における火事による損害額の多さや消防団に自

分の親が入っていない事実から揺さぶる意図が伺

える。また，それを通して自分自身への振り返り

が期待されている。座席表には，本時の中心とな

る子ども以外の状況も記入され，どのような発言

がなされるかを想定したものとなっている。

一人の学習者を中心に据え，学級の学習者全員

の社会に対する見方・考え方を変えていく学習展

開といえよう。

以上，授業の組織（教材・指導過程の組織・指

導の流れ）をまとめると，表５になる。

「消防署の仕事」各時間の学習問題及び授業者の意識

時間 学習 問題 授業者 の意識

１ 水不足 時に消防署は困 らない だろう か 自分 の考え の立場を明確 にさせる

２ 堀の水は， 使えるのか

３ 堀があれば静岡市は大丈夫か 「人 の命 の大切さ」か ら。 自分以 外の大や土 地に目を向けさせる

4,5
署 は， 中心 地 に集ま ってい る→市 の消 防署 は

山の方 の人を見捨ている のだろうか

人口 と団員数より34分団 のたいへんさをつ かむだろうか，他人事

になってい るだろう

６（不明） ※詳細な子どもの意識の流れ と考えが記載さ れる。署員 は自分のことをやることが大切 自分の命や財

産は， 自分で

守るべきもの

ではないか

７ 仕事の内容 ※署 の施設 にはどんな ものがあるか，

子ど もだ ちか みつ けることを 記載８ 市の施設と設備

９（本 時） 本部にも署にも近いか ら分団 に入 らない のか 自分 は守 られてい るか ら安心 と考え，

自分で自分を守 るこ とを考え ないだ

ろう。

10,11,12 分団員 に入らないのは どうしてだろ う

13 お金さえあれば，思い出 も買える のか

（築地久子『生きる力をつけ る授業』黎明書 房, 1991年, pp.190-191より筆者作成）

表 ５　 授 業 の組 織

教材
社会生 活の中で，子ど もが既 に身 につ けて いる社会の見方や考え方 を問い直し，社会 にどのよ うに関与 するのか

生 きる自らの生き方を振り返 るこ とがで きる教材 の選定

指導過程 の組織
子どもの常識的な社会 の見方や考え方，現 在の自分のあり方 を振り返らせ，授業者が意図す る社会 の見方 や考え

方， 社会の中で生きる個人 のあり方を追 究するような指導過程の組織

指導 の流 れ 一人 の子どもを中心 に据え，見方や考え方を変え， 深化， 拡大させる指導の流れ

表６　授業 の具体

発問・指示 提示 する情報・資料と，日常 の経験を結 びつ けるような発問や指示 をつなぐ

情報・資料 身 近な社会的事象や具体物

予想さ れる反応 日々の子どもの観察から， 個 々の問い に対 する反応を想定

-
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（３）授業 の具体（発問・指示，情報・資料）

指導の流れを実現するものとして，どのような

発問や指示，情報・資料が計画されているのであ

ろうか。 ９時間目の展開は， 自分の親は「‾本部に

も署にも近いので分団に入らないのだろうか」と

いう問いを出発点として，学習者のそれぞれがど

のように考え，だれからどのような発言が出てく

るのか予想することによって，計画されている。

資料としては，分団人数や消防の施設・設備，仕

事の内容，損害額などの具体的な事実が示されて

いる。これらまとめると表６のようになる。

３　実践（Ｄ）

以上の授業観一授業の組織一授業の具体によっ

て，実際にどのように授業を行うのであろうか。

表４の９時間目の授業の実際を分析する。

授業 の実際は，学習者相互の討論を中心に展開

される。（表 フ）授業者 の発問・指示，学習者の

反応，学習者間の全発言数は133で ある。授業者

は学習者の発言内容を見取り，座席表 に記入しな

がら適宜，発言の問い直しや問題を学級全体に投

げかけている。表７の50は，発表を聞きながら個々

の学習者に個別に対応していることを示す。 112

は，学習者の一人としての授業者の参加である。

表７から授業者の発言・指示を抽出し，学習者の

反応との対応を示したものが表８である。

授業者は１時間の全133 の発言のうち，35 の発

問・指示をしている。学習者同士の討論中に，授

業者とその他の学習者との個別対応は21 ある。

表７　授業の実際 （全133 の発言 の一部）

授業の流 れ（ ９時間 目） 授業者 の評 価活動 授業 中の支援（改善）

授業 か始 まるか，誰 もか発表し たが って ザワザワして いる。

１岩田　　 メイ ンをは っきりさせて ください。

２Ｔ　　　 ち ょっと待って ください。 10秒。（ 静か にさせてか ら） 狭い から考えて やっ

てみて ください。

３増田　　 鈴 木さんと長谷川 といっしょ に調 べました。第 ６分 団に入ってい る人 に問い

たところ，入りた くて入 ってい る人 もいるけれど， 頼まれて入る人 もい ます。

４鈴木　　 自分のお父さん にも聞きまし た。 自分の仕事が たいへんだか ら分団 に人 りた

くない という意見で した。

５増田　　 図 書館にい る人 に開くと，入 りたい人 は ３人で， 入りたくない人 は17人 でし

た（Ｃ「フ ァー」）。

皿皿
10 Ｔ

12若尾

13Ｔ

表 の６の所 が私 たちの所で す。 39分 団，本 部を入れて40分団あるわけですか，

６分 団 は12名し かいな いん です よ（Ｔ の 出によっ て子 どもた ちは， そ れぞれ

「第 ６分団 の人数 は… です」「そういうこ とは…」 といい出す）。

聞いて ください。 まだいっている途中です。

ご めん。先生 が入っちゃって。

50池 田　　 不足分が280人 です。 ま だ不足 か280人 もい るのに， 行きた くない とか， 危険

だからとかい う子 どもの わか ままみたいなこ とを いっている大 たちは， やっ ぱ

り不足 の280人 の中にちゃんと大らないといけない と思います。（池田 の発表中）

望月　　 行 かないといけないことかわか りまし た。

石橋　　 先生 の資料 から不足人数か わかって， 分団に大 らない といけないことかわかっ

た。

井上・我妻 等もＴ に考え を伝え にくる。（以下，省 略）

95T　　　 じゃあ， ますま す入って くれない と困 るんじ ゃあ ない の。（伊村 に） 君 のお

父さん入って くれる の？

96伊村　　 いいえ入ってく れません。家 のお父 さんは… …。

112増田　 だから（Ｔ もＣだ ちと同時に「 だから， なに？」 という）0

113岩田　 だから， 市民 のための団ではないか ら（ といって先が続 かない。 ザワザワす

る）。

133 T　　　じ ゃ あ， 岩田さ んのような動きをす る人， ちがう動きを する人， そ れぞ れの

動きを次の時間 に聞 かせて もらっていいですか？

を見取る。

ど のよ う なこ と

が問題になってい

るか。

考え に対して学習

者 の一人 として質

問し意見を ゆさ ぶ

る。

３～９の発言内容を確

認し，学級全体で問題

の争点を共有化するた

め情報を確認する。

50 の発 表を 聞きな がら，

個 別 に対 応 し， 意見 を

持 たせ た り， 修正 し た

りする。

（築地久子 『生 きる力をつ ける授業 』黎明書房冂991 年, pp. 194-229より大幅に省略し，筆者作 成）
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表８　教師の発言・指示

教師の発言，個々の子 どもに対す る支援 学習者 の発言 との関係

２Ｔ　 ち ょっと待 って くださ い。 10秒。（静 かにさせて から）狭い か ら考え てや って み

てください。

10T　 表の ６の所 が私たちの所で す。 39分団，本部を 入れて40分団 あるわけですが， ６

分団は12名し かい ないんですよ（ Ｔの出によ って 子どもた ちは， それぞれ 厂第 ６分

団の人 数は…です」「そういうこ とは…」 といい 出す）。

13T　 ごめん。先 生か入っち やって。

（柴谷発言 中，Ｔ は岩尾 に，増 田の発言は， 施設 や設備か整 っていることを 根拠 に

した ものであ るこ とを 伝え る。 それを 聞いて い た我 妻が， 表 の数 のことを 話す。

（以下， 省略）

太字 は授業者 の介入の意味

消防団 に入 るかどうかにつ いての聞き取り

調査結果

６分団 の12人 は少ないのではないか。

桂 山は全員参 加で， 自分たち の地 域 は自由

という ので は， 不公平 ではないか。

28T　 どうしてこ んなに不公平 って いうか， 私 たちお父 さんやお母 さん， みんな かも知

れないけど入 らな いの？今 まで 出てきたよう に私 たち， 自分勝手 になる理由 はな ん

なの？

34T　 先生 にもいわせてください。いいですか。まかせき ってい る理由，寝 起きが悪 い，

それから，体 がもたない，そう いう理由わか って あげられない の？いってい る意 味

わかるね。 だって， 機械 も人 も設 備もすべて私 たちの身の回 りを 守ってもらえ るよ

うにあるわけでし よ。 あるん だから， こんな ふうに考え てい る人を 許してあげ られ

ませんか？

36T　 あるんだもの， いいでない。あるんですよ。

Ｔ　　 不公平 だから許さないの？

Ｔ　　 君のお父 さん入っている？

Ｔ　　 君 のお父 さん，許 さないってこと？誰かのことでな く君のお父さん のこ とで すよ。

許 さな いってことになるよ。

岩 田　人数か多い とじ ゃまにな るとい うことですか ？（吉村， Ｔ に病 院の先生の仕事を

例に，行 かな くてもいい人 もいるから許す） という）

48T　 十 分足りてい るってことです ね。十 分足りてい るので消して もらえ るから安心し

て いられる。 安心 しているこ とがで きる。 だか ら， 少ない12名 ということも わか る

ん だ（ それに付けたして）。

51T　 本当ですか，本当 ですか。大丈夫で すか。 みな さんのいってい ること。 安心して

い るといっている けど， 先生の調 べた結果では，こ うな んですよ。岩 崎さん， 高橋

さ ん， 大丈夫 ？数を 数え ますね（ 固有名詞を使うこ とによって， 聞き方 ・見方を鋭

くする）。 所員 数 と不足 人数 の資 料提示 （不足，280 人 だ。 エ ーツ！）。 約束 のき ま

りからいくと690人 必要な んです。 280人も足 りないんだけど，本当に大丈夫で すか ？

63T　 田中さん， どう。 周りの市は， 松浦さんはレベル という言葉を使 ったけれど，人

口 も少 ないだろうし，建 物も高い ビル が少ない。いろい ろな条件でこ れは（増田 の

資料を 指して）参考 にな りません よって。 確かに， 清水 市も富士市 も静 岡市より足

りないんです。 静岡市の方 がたくさんあるんです。で も，そ れはちがうよって。

77T　 うん。 ただ，そ こでね。 た くさ んいれば消せる という保障はないん だよ。 その証

拠 は，高 橋さん がい いたかっているので開いてあげて。

132T　 うん。 どう？重松さ んのお母さんは， 体 も弱い ので大変です よね
Ｏ

で も消火器 をそろえ るだったらできそ う？（重松，う なずく）分団 に入ることは

できないけ れども（重松， うなずく）。 …以 下， 省略…

133 T　 じゃ あ， 岩田さん のような動 きをす る人， ちがう動きを する人， そ れぞ れの動

きを次 の時間 に聞 かせて もらっていいですか？

日 区 でも， 大人 の仕事 の条件は同じ。

自分 たちの父母 はどうなのか。問 いかけ

消防署 まかせでいる。自分 たちは関係ない。

大人か入 らな い理由 は認 められないのか。

揺 さぶ り

消防署かある のだからよいのではないか。

仕事によ って区別す べき

消防団を知 らない。

消防署と消防団 との消火活動 の比較

消防車が増え ると

税金がかかりす ぎる。

消防所員数 の不足 の事 実の提示

ち ゃんと役目 は果たせてい る

火災による損害額

の団に父母をいれない とおかしい のでは

（築地久子 『生き る力をつ ける授業』黎明書房, 1991年, pp. 194-229よ り大 幅に省略し，筆者 作成）

表９　授業実践

導入部 その時 間に追求 する問題 の提示 学習者間 の意見交換，討論 中心

授業者 はそれぞれの学習 の様子を観察し， 座席表に記

入，発言 が混乱したり全体 で考え たりす る場 合に適宜

介入。

展開部
課題 に対す る一人 ひとりの予想， 考え を出し合う

理由づけ，観察・調 べ・議 論

終結部 結論， 新たな問題
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授業が進む中で，発表者に再度，自分の考えを

表明させることにより問題を全員に示したり，相

づちを打つことによって，子どもの考えを補強し

たり疑問を掘り起こし，考えを揺さぶったりして

いる。また，身近で具体的な社会事象から考えさ

せ，自分自身の考えや理由を情報や証拠によって

裏付けることによって，学習者の常識的で素朴な

思いこみの修正を図っている。とくに，28は地域

の消防団に不参加の理由を，自身の父母の場合に

あてはめて考えさせることで，自分とのかかわり

をもたせ，どのような行動をとるべきかを考えさ

せている。

以上の実践をまとめると，表９のようになる。

４　評価（Ｃ）

（１）学習者の発言や参加姿勢

学習者一人ひとりが自らの生き方を追究する授

業観から導かれる実践（表９）は，学習者が問題

を発見し調べ，学習者同士の意見を交換し合う中

で自らの考えを形成するものであったＯ授業者は

学習者の変容を詳細に見取り，適宜，介入してい

ることが示された。この授業者の見取りが，本授

業類型における評価観点となる。では，授業者は

何をどのように評価しているのであろうか。

表10は，第９時間目の実践から発言者名とその

順番を抽出したものである。児童数37人中25人が

発言している。導入では抽出した学習者を中心に

４人が発言し，展開では発言者が広がり，終結で

再び抽出したグループに戻ってきている。 16や25

は発言を受けて，グループ内での意見交換が行わ

れている。これらのことから，授業において学習

者の多様な意見が表明され，学習者間での意見が

重ねられることが伺える。授業者は，学習者の発

言内容や学習への参加状況を評価していることに

なる。

表10　 第９時間目の授業における発言者名と順番

教

師

岩

田

増

田

鈴

木

若

尾

柴

谷

我

妻

岩

崎

狩

野

松

浦

池

田

渡

井

浜 井

上

望

月

石

渡

松

原

高

橋

板

頭

伊

村
｜

２ ぞ

10 ,･鬯

13 ‘ 鬯

ヱ 、

WW 丶/丶

22 き

回

Ｊ に

匹

132

133

／１

へ 。

８ ご

/

ぺ

/

~

15 ‘でき

匹

m

｀`３
ぺ

≪

／
戸
４''

へ

/

ぺ

/
べ

て

m

m
20 －

｀４

岾

~ ～一価
/

~ 一一価

〃

二 二と

二

m

べ

ご９

‘ １２
－

１４

豐

爻懲

-

四萢 忿

一 ―鈿

四忿 弘

21

゛23 、

四ぼ ま

W蠹 圸

k
24 へ

四慂し

Ｗ

Ｗ

（

ご

〃 八/丶

い 八/丶

/

日

へ

m

へ ／丶〃

W

W

四 四m

へ

回

ノ

ほ

皿

W 丶゙｡へ

氷

茲

皿

匹

｀26
ヽi

m

匹

丶yWW

27

w 心じし

WW 丶冫

心

W 心

心

心］

ブ

比逗⊇
干 六

m

m

m

m

m

m

m

m
130

131

乙 ～` ざ
- ぶ 二;心ｽ迄゙心久蕊 四しﾐ辷

回 回

W 丶八
J よ

へ 八/ 丶/丶
邑 詼

（築地久 子『生 きる力 をつける授業』黎明書房, 1991年, pp. 194-229より筆者 作成）
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表11　 中心に据えられた子どもの変化 （一部）

本授業の中心に位置づけ られ た抽 出児 の発言 内面 の変容過 程

１岩田　メインをはっきりさせて ください。

15岩田　わかりました。 僕がいいます。だい たい体か もだない とか，仕事 が大事だから，

危険だか らな ど理由がないな ど， 今， 増田さ んがいったこ ともあ るけれ ど，比 べて み

ると，桂 山の方 は全員参加 だけれど，第 ６分団 のところは12人し かいません。 という

ことは，若尾 さんのい った ようにつ かれる，寝 起きが悪い，行 きたくないか ら，体 が

もたないからな どのい条件だ とい うことがすごくわかる。

ここ の所にはプ・ の人数 が195人で， 消防 ポンプが21 台で，救 急 自動　 車が ９台 で

すね。それに比べる と消防分団 は，39分 団で，人 数は1753 人

討論 の進 行者 の確認

桂 山地域で は消防団 に強制的 に参加さ せら

れるか， 中心部で はそれか行 われないので，

不 公平 が起きていることへの不満をもつ。

中心部 は， 条件がよい。

人 だけでなく， 設備面でも不公平である と

102岩田　確 か に， お父さ んたち は入 らなけ ればいけな いけれ ど， とて もね。 先生 だっ

て， この仕事をや らなければいけないわけでし よ。それだから， お父さんや他の人だっ

てやらなければいけないこ とだって あるかも知 れない。

｢先生が入るんだ った ら僕た ちも考えを変え ないと｣

106岩田　先 生 ちょっと， ちょっ と。 そうい うわけでな く，う ちの会社で も会社 の団っ

ていう のがあ るんだって（柴 谷「ある。あ る⊃ 。 たとえば， 銀行だった ら， 銀行の所

で団を作ってい るんだ って。

109岩田　 だけどさあ。そ れは， 会社の団でし ょ。 市民の ための団ではない わけだから，

意味わかる？　黒板 に出て図を書いて説明を する。こ れは， 会社の団です。 けれども，

市の団 というものは，こ れは会社の団であ って， 市の団で はありません ね。 だから，

やっぱり，確か に，こ っちの市 のための団に入らなくては……。

（岩田，うな ずく。Ｃ たちの雰 囲気 も岩田のようになる者が多く見え る）

この間，他 の子 どもたち の発言 内容を 聞い

て いる。

（授業）を やらな くてはいけな いか ら， 消

防団には参加できないか もしれない。

会社の消 防組織な らば， 許さ れるか もしれ

ない。

やはり，市民のために消防団に入るべきで

はないか。

父 母に消防団に入るように働きか ける

（築地久子『生き る力をつ ける授業 』黎明 書房, 1991年,pp. 194-229より抽出　筆者作成）

（２）発言内容における内面の変化

授業者は，発言内容をどのように評価している

のであろうか。授業者が計画段階において抽出し

た学習者を どのように観察しているのかを分析す

るＯ（表11） 表４の単元目標において，抽出児と

学級集団に⑧～⑩のことを気付かせることをねら

いにしていることが示される。それは自分自身の

日常の言動を振り返り，自立心と責任感を持った

個人や集団のあり方が示されているＯ これについ

ては，抽出児が 匚父母を含めて大人は市民として，

消防団に入 るべきである」 と考え，それを働きか

けるという思いに至ったことが伺える。（表11）

つまり，自己中心的な学び，継続性や周りの者と

協力するという学習姿勢や態度に関する目標が学

習を通して達成されていることを，授業者は発言

内容における内面の変化から見取っている。

５　改善（Ａ）

では，授業者はどのように授業を改善するので

あろうか。授業者はメモ・座席表・カルテを用い

て詳細な記録をとることで，学習への参加や変容

を把握しようとしている。その際，教師の立つ位

殼や姿勢，目線など授業者の暗黙の学習者への影

響に気をつけている♂9）また，表７に示すように，

授業中に即時に発問・指示を行い，発言者の考え

を補強したり揺さぶったり，学級全体で問題を共

有化するための資料を確認している。例えば，自

分たちの父母はどうなのか，大人が入らない理由

は認 められないのかなど（表 ８），学習者の気づ

きを広げ，自分とのかかわりにおいて，既有の知

識への問い直しをさせている。また例えば，消防

所員数の不足の事実，火災による損害額など具体

的な情報や資料を検討させることよって，個人的

な願いや根拠のない思いこみを修正させる示唆を

即時に行う。これらの学習内容と学習者とのかか

わり，提示される資料によって実践を改善してい

ることが示される。 のちに，授業者は自らの実践

を振り返り，「“具体的資料で広める」必要がある

こと，教師による発問の数を増やすことなどの改

善を述 べているごlO）このことは問題追究 のため

に，学習者の体験や調べ活動による内側からの社

会のしくみや見方による理解だけでなく，対象化

し外から見ることも必要であるとする改善の可能

性を示唆したとも言えよう。

また，毎時間の授業の終結では， 個々の学習者

や集団が新たな問いを発見し追究できるよう指導

過程を柔軟に変更し，計画を変えていることが示
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される。以上をまとめると表12 のようになる。

表12　各段階の授業改善

授
業
観

※人 間形成 における教科の守備範 囲の問い直し。

社会 について， 見方を変え ることの可能性

授
業

の
組

織

・個や集団の人 間的成長 に必要な教育 内容，教材，

配列 の変更，改善

・学習へ の参加を促す共通問 題の選択

・学習者 が社会における生き方を考え ることかで

きる指導過程 の改善

授
業

の
具
体

・発言内容 や学習 姿勢の変容をうな がす具体的な

情報・資料の提供 による改善

・個への指名， 発問・ 指示， 教師が立つ 位置や姿

勢，目線等の指導技術 の改善

おわりに

個としての生き方を追究する問題解決学習とさ

れる授業は学習者の人間的成長を目的とする。授

業者は丹念な観察による実態把握を行い，個や集

団の学びを指導過程に位置づけ，発問・指示，資

料によって，活動や体験を連続的に即時に組織し，

問いを生み出させるように計画する。学習者は自

分とのかかわりから問題解決を図りながら解決策

を見つけたり，自らはどのように行動したりする

のかを考え，新たな問題に迫られることによって

見方や考え方を変え，深化・拡大させる。

授業者は，学習者の学習への参加姿勢や発言内

容の変容を見取り，改善を行う。以上，図１のモ

デルにあてはめると，学習者の内面の表出を図る

ＰＤＣＡサイクルとなる。（図２）

【註】

＊1）高階怜治『自校の特色を生かした教育課程のPD

ＣＡ』教育開発研究所, 2005, p.l

＊2）森分孝治 匚授業研究の目的」日本教育方法学会編

『子どもの自立と教育実践』明治図書, 1985, pp.177-1

90，小原友行 厂中等社会科歴史授業改善の視点 と方

法一授業構成を中心にー」 社会認識教育学会編『社

会科教育の理論』ぎょうせい, 1989, pp.360-372

＊3）棚橋健治 『社会科の授業診断一よい授業 に潜む危

うさ研究－』明治図書, 2007o 草原和博「教科教育学

実践学の構築に向けて一社会科教育実践研究の方法

論とその展開－」兵庫教育大学大学院連合学校教育

学 研究科 『教育 実践学 の構築 』 東 京書籍, 2006,

pp.35-61

＊4）藤川大祐『個を育てる授業づくり・学級づくり』

学事出版, 1993

＊5）落合幸子・築地久子『自立した子を育てる年間指

導』明治図書, 1994

＊6）築地久子『生きる力をつける授業』黎明書房,1991

年, pp. 185-230

＊7）同上6  5 p.ll60 全体のけしきは，子どもの考えや

問題，教師の願い，学習内容などを構造的，弾力的

に示した学習単元の展望としている。上田薫『どの

子も生きよーカルテと座席表から「‾全体のけしき」

までー』明治図書, 1977

＊8）同上6,  pp.190-191　　＊9）同上6,  pp.209-212

＊10）同上6,  p.185　　　 ＊11）同上6,  p.210

Ｐ計画 Ｄ実践 Ｃ評価 Ａ 改善

簗

観

・自らの生 き方を考える人間的な成長

・ 学習指導要領および教科書か ら内容 選択，問 題に

気 付き， 発見，追求，解決策を考え る問題解 決学

習

・問題 に対す る

一人 ひとり の

予想，考えを

出させる

・学習者間 の意

見交換，討論

させ る

・授業者 はそ れ

ぞれ の学習 の

様子を観察し，

座席表 に記入

する

・発言か混乱全

体で考え る場

合 に適宜介入

する

・学習 者の発言

内容や学習 へ

の参 加状況 の

評価

・ 自己 中心 的な

学 び，継続 性

や 周りの者 と

協力 するとい

う学習姿勢 や

態度 に関する

目 標が学習を

通して達成 さ

れて いるか，

発言 内容 にお

ける内面 の変

化 から評価

※人 間形 成 におけ る教科 の守 備範 囲 の問

い直 し。 社 会につ いて， 見 方を変 え る

ことの可能性

授
業

の
組
織

・ 既に身 につけている社会 の見方や考え方を問 い直

し， 自らの生 き方を振り返 るこ とができ る教材，

内容の選定， 配列。

・常 識的な社会の見方や考え方，現在 の自分 のあり

方 を振り返らせ，授業者か意図す る社会 の見方 や

考え方， 社会の中で生きる個人 のあり方を追究 す

るような指導過程を組織，指導 の流 れ

・個 や集 団の人 間的 成長 に必 要な 教育 内

容， 教材，配列 の変更，改善

・学習への参加を促す共通問題 の選択

・学習 者 が社 会 にお け る生 き方 を考 え る

ことができる指導過程 の改善

授
業

の
具
体

・ 提示 する情報・資料と，日常の経験を結 びつ ける

ような発問や指示をつなぐ，身近な社会的事 象や

具体物など日々の子ども の観察か ら，個 々の問 い

に対する反応の想定

・発 言内 容や 学習姿 勢 の変 容を 促 す具 体

的な情報・資料

・個 への 指名発 問・ 指示， 教師か立 つ 位

置や姿勢，目線な ど指導技術 の改善

図２　 学習者の内面の表出を図る社会科授業のＰＤＣＡサイクル（筆者作成）
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